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雫石町の教育旅行
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体験

発見・　
理解

日常生
活への
還元

課題　
意識　

　雫石では昔から、田植えや稲刈り、茅葺屋根の葺き
替え等労力や費用が掛かる物事は個人で行うのではな
く、周辺の農家が協力して「今日はこの家、明日はこ
の家・・・」と、地域に住む皆で行ってきました。
　この労働力の交換を「結」といい、お互いに助け合
う「お互いさま」の思いやりを「結の心」として大切
にしてきました。
　作業の体験のみで終わることなく、その土地に住む
人々の暮らしを体験することで、文化の違いや人と自
然の繋がりを体感していただければと考えています。

〈自然・農作業体験〉
　・農家ごとに水稲・野菜・花卉・林業(炭等・山菜）･
　　菌茸・和牛等に関わる作業を行いますが、季節や天
　　候により内容が違います。
〈郷土の食・クラフト・郷土芸能体験〉
　・雫石で昔から食べられている郷土食作り
　・藁や木材を使った工芸品作り　等
　・雫石の郷土芸能（舞踊）　等
〈宿泊体験〉
　・個人農家や農業を兼業している民宿等で家の方の手
　　伝いをしながらの宿泊です。

体験の種類



自然・農作業体験（５月・６月の体験一例）

田んぼ（苗配り・育苗箱の洗浄・ゴミあげなど） 畑（種まき・苗の定植・野菜の収穫・草取りなど）

花・樹木（花の定植・薪割りなど） 山菜（キノコ植菌・山菜収穫など）
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郷土の食・クラフト・郷土芸能体験

【忍び駒】イメージ

その昔、藁細工で、
縁結びや子孫繁栄を
祈願したという、縁起
良き郷土玩具だそう
です。

【ドライフラワーリース】イメージ

松の実などの自然素材やドラ
イフラワーを使ってリースを作
ります。

【チャグチャグ馬コ】イメージ

チャグチャグ馬コとは馬の勤労感
謝を目的として開催されます。馬に
多くの鈴や色とりどりの衣装を付け
ることが特徴で「チャグチャグ」の名
は馬が歩くたびに鳴る鈴の音色か
ら付けられました。

【かまやき】イメージ

形が草刈り鎌に似ていること
からかまもちと呼ばれ、作っ
た翌日などに固くなったもの
を焼いて食べたことからかま
やきと呼ばれています。

【きりせんしょ】イメージ

雫石町では昔から冠婚葬
祭や節目の行事には必ず
作られるのがきりせんしょで
あった。各家庭が持ち寄り、
味自慢をしながら腕を競い
合っていました。

【へっちょこ団子】イメージ　

収穫の終わった庭仕舞い（秋仕
舞い）のあとに、苦労をねぎらう
行事食として食されたり、神様に
お供えされたりした。少し特別な
おやつとして、人をもてなす際に
も作られます。

【亀甲織小物】イメージ　

雫石の伝統工芸品です。亀の
甲羅のような模様を一つ一つ施
されているのが特徴です。

素材の色は、雫石の草木の染
料を使用し丁寧に染められてい
ます。
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【郷土芸能】イメージ

雫石町に伝わる「よしゃれ」を
はじめとし、郷土芸能を地元の
方々の指南を受けて踊ります。



【参考】受入れ可能人数・巡回・緊急車両・マッチング

６０～１２０名まで

★ 農業・自然等体験農家と宿泊体験が同
　 じ施設での受入れ可能～６０名まで

★ 農業・自然等体験農家と宿泊体験施設
   が一部違う（マッチング）が宿泊込み
   で受入れ可能な受入れ可能

１２０～２７０名
★ 雫石町単体での受入れ不可。秋田県仙
   北市（雫石と30～45分の距離）と雫石
   町共同での受入れ可能。
　 仙北市:ＭＡＸ１５０名
　 雫石町:ＭＡＸ１２０名
　

１５０名まで

農泊などの宿泊込の場合

農業・自然体験のみの
場合（日帰り）

★ 雫石町単体での日帰りの農業・自然等
   体験の受入れ人数上限
　

１５０～２７０名 ★ 雫石町単体での受入れ不可　
　　※仙北市と共同で受入れ可能かは両協議会にお
      問い合わせください。
　

　巡回

•レンタカー利用による巡回
（乗り捨て可能）

•協議会職員の誘導による巡回

　緊急車両

•レンタカー（乗り捨て可能）

•タクシー利用

　マッチング

•学校が借り上げているバスに
よる農家⇔宿の移動

•ジャンボタクシー利用　等

＊仙北市の窓口が不明の方はご紹介します。
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農村体験の流れ（一例）

入村式　

バスにて農
家さんへ移
動

体験・宿泊

バスにて退
村式会場へ
移動

退村式

①開式の言葉　②歓迎の言葉　③生徒代表あいさつ　④先生から　⑤閉式の言葉
＊司会進行は生徒にお願いしております。

学校が借り上げたバス号車ごとに受入れ農家の自宅付近まで移動。事務局が
バスに乗り込み誘導します。

農作業等は、各農家さんによって様々なメニューをご用意しておりますが天
候などにより、メニューを変更する場合があります。

また、事務局が誘導し先生方の巡回をします。
※天候や個人の都合により、受入れ農家が変更になる場合がございます。

学校が借り上げたバスでお迎えにあがります。お礼とお別れの言葉等は済
ませておきましょう。

①開式の言葉　②送別の言葉　③生徒代表あいさつ　④先生から　
⑤閉式の言葉
＊司会進行は生徒にお願いしております。
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雫石町の農村教育旅行は、「雫石グリーン・ツーリズム推進協議会」が運営しています。年一回保健所・消防関係機関に依頼
し、衛生講習会・防災講話会を開催しています。また、協議会で加入している保険は「宿舎賠償責任保険」です。この保険は
管理不備に起因する火災や事故・食中毒等の賠償責任が発生した場合の保険です。
参加する生徒さんの保険につきましては、旅行会社または学校にて国内旅行傷害保険に必ず加入してください。

☆農作業を行う場合ぬかるみや湿気の多い場所でも作業をする場合があること、素手では危険な作業もあること、近年5月でも気

　温が高い日が多いことから、帽子・長靴・手袋は必須でお願いします。

　 また、安全を考慮したうえで雨天でも体験・作業を行う場合がございますので、雨天時のご用意（タオル・着替え・雨具）を

　お願いします。（長靴のレンタル手配も可能です。６００円～）

☆宿泊は民宿・ロッジの場合もありますが、一般農家への民泊とご認識ください。洗面具や寝間着は生徒が各自ご用意ください。

　食事作りやお片付けのお手伝いをしていただきます。

☆町内全域で野生のクマ・イノシシ・サルなどが出没します。農家の方の許可を得ずに勝手に外出することのないように事前に

　指導をお願いいたします。

☆食べ物・動物・植物などのアレルギー情報、その他の疾患（自閉症・夜尿）等、身体的問題などは受入れ農家へ振り分けるに

　あたり非常に重要な情報となります。心配な点のある生徒さんについては必ず事前にお知らせください。個人情報については

　十分配慮いたします。

☆宿泊の際、暴れての物品の破損や室内への落書きをするケースが増えております。こちらも事前に指導をお願いいたします。

☆農家さんは農業のプロではありますが教育のプロではありません。入村式や退村式・巡回時など学校の先生のご協力をいただ

　く必要がありますのでよろしくお願いいたします。

☆教員の皆さんのお昼ご飯はお弁当注文が可能です。飲食店での昼食をご希望の場合、レンタカーやタクシーのご利用をお願い

  いたします。

教育旅行にあたってのお願い

保険加入のお願い

13



14

連絡体制

町内医療機関

雫石診療所　　　　
☎019-692-3155　　　　　
雫石町万田渡74-1　

上原小児科医院　
☎019-692-3907　　　　　
雫石町八卦1-16　

篠村医院　　　　　　
☎019-692-5151　　　　　
雫石町寺の下105-12

雫石大森クリニック　　
☎019-691-2345　　　　　
雫石町千刈田79-2

鶯宿温泉病院　　　　　
☎019-695-2321　　　　　
雫石町南畑32-265　

近隣市町村医療機関

盛岡つなぎ温泉病院
☎019-689-2101　　　　　
盛岡市繋字尾入野64-9

岩手医科大学附属病院
☎019-613-7111　　　　　
矢巾町医大通2-1-1

岩手県県立中央病院
☎019-653-1151　　　　　
盛岡市上田1-4-1

栃内第二病院　　　
☎019-684-1111　　　　　
滝沢市大釜字吉水103-
1

その他

盛岡西警察署雫石交番　
☎019-692-2219　　　　　
雫石町千刈田76-9

盛岡西消防署雫石分署
☎019-692-6119　　　　 
雫石町上曽根田110 

〈主な避難場所〉　　　　　　　　　　　　

雫石町立御所公民館　　　　　　　
☎019-692-2214　　　　　　　　　　　　
雫石町立御明神公民館　　　　　　
☎019-692-3228　　　　　　　　　　　　
雫石町立西山公民館　　　　　　　
☎019-693-3321

ニッポンレンタカー天昌寺
営業所☎050-1712-2931

•圃場で一時的に避難待機⇒その後の指示を待つ
圃場での農業体験中の

災害発生時

•宿泊施設での避難⇒その後の指示を待つ
各農家・宿泊施設での
体験中の災害発生時



お申込み方法のご案内

問い合わせ先
雫石町グリーン・ツーリズム推進協議会
事務局　雫石町役場　観光商工課内　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ：０１９－６９２－６４１６　　
ＦＡＸ：０１９－６９２－５２０８
Ｅ－ｍａｉｌ:　kouryu@town.shizukuishi.iwate.jp
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•グリーンツーリズム推進協議会事務局へ照会

•見積もり

•☎019-692-6416

•✉kouryu@town.shizukuishi.iwate.jp

①仮予約

•体験内容（行程・見積もり）

•バス台数・男女の人数

•下見の日程確認
②本予約

•農家・民宿・入村式会場等

•細部打合せ③現地下見

•各施設ごとの生徒名簿記入表

•長靴レンタルの際のサイズ表

•バスのルート表・乗降順　等

④旅行会社を通し
書類のやり取り

•入村式

•バスでの農家移動

•体験

•退村式

⑤教育旅行


